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　　 これまでのあゆみ

　昭和24年に全日本柔道連盟が結成され、本県におい
ても柔道愛好家が結集し昭和25年、島根県柔道連盟は
初代会長福岡重徳氏が就任し設立された。翌26年から
田部長右衛門氏が二代会長に就任。昭和45年武道の殿
堂「島根県立武道館」の建設に尽力され、これにより島
根柔道の礎ができた。三代会長に成相善十氏、錦織邦
明氏、岩見裕至氏、小村和紀氏と続き、平成26年より
七代会長山藤哲夫氏が引き継いでいる。
　昭和57年にしまね国体（くにびき国体）の開催が決ま
り、大会を成功するにあたり昭和52年、岩見裕至氏（当
時理事長）は、機関紙「島根柔道」の発刊による組織の
充実、競技力向上の一環として県ナンバーワンを決める
体重無差別による柔道選手権大会を開催。一方で強化
と将来を担う青少年の国際感覚の育成のために、韓国釡
山の高校生との柔道試合交流を実施した。また、基金を
設立して財政基盤の強化を図った。迎えたしまね国体は
成年男子準優勝、少年男子５位という大成功を収めた。
東奔西走する困難さもあったが、現在の連盟の基礎に繋
がった。

昭和57年くにびき国体　成年・少年男子

　　 現在の状況

　平成８年に国立三瓶青年の家に「文武伝承館」が竣工
し、平成９年には浜田市に「島根県立石見武道館」が竣
工した。これにより県内３カ所に拠点ができたことで地
域性を加味した、効率の良い強化・普及が可能となった。
この充実した環境と、しまね国体成功のノウハウを活用
し、ポスト国体に向けた取り組みとして全国大会を誘致
した。
　平成13年（浜田市）、平成22年（松江市）に全国中学
校柔道大会を開催。平成28年には全国高校総体柔道競
技（出雲市）を開催した。それぞれの大会で入賞もあり、
大会運営及び競技役員の養成と、強化に大きな収穫が
あった。また、長期展望に立って将来土台となる幼児、
小学生には、中央講師を招聘しての全柔連主催事業「み
んなで柔道」（柔道教室）を東部（県立武道館）西部（石

見武道館）交互に毎年開催し、中高生には日本武道館主
催事業の「錬成大会」を開催。基礎・基本を重点に指導
を受け、切れ目のない強化を図っている。
　2030年に２度目の国体、第84回国民スポーツ大会「島
根かみあり国スポ」が開催されることが決定された。折
しも令和５年10月、かごしま国体において下田尚監督（し
まね国体成年選手）率いる開星高校が少年男子準優勝
を成し遂げた。しまね国体後41年にしてこの快挙は、来
る「島根かみあり国スポ」成功に向け、一致団結の源と
なり誓いを新たにした。

令和５年かごしま国体　準優勝（少年男子）

　一方で本県選手の国内外の冠大会での優勝、入賞な
どの活躍がある。高校から大学、あるいは企業へと進み、
それぞれの目標に向かって日々鍛錬する姿勢に敬意を表
するところである。これも中高の指導者が連携を取り合っ
た結果であろう。競技人口の減少の中、この連携を密に
していくことが肝要であり、継続して取り組んでいくこと
を期待する。選手各位におかれては今後益々、研鑽を積
み日本柔道を牽引していくことを願うものである。

　　 これから

　先ず、取り組むことは登録人口の減少対策である。そ
の原因はさまざまにあると思うが、少子高齢化、そして３
年間に及ぶ新型コロナ感染症による活動制限も大きいと
考える。
　「柔道は人間教育」を提唱している全柔連の「柔道ル
ネッサンス」「柔道MIND」事業を重視した取り組みや、
日本武道館事業及び全日本柔道連盟主催事業の協力を
仰ぎ、指導者資質の向上、安心・安全な指導法など、研
修会を企画することが対策であると捉え、取り組んでい
きたい。そして、しまね国体の人的財産が在るうちに後
世に伝え、更に進化した「柔道島根」を築きたい。その
ためにも、この度の「かごしま国体」準優勝の選手や、
現在大学及び企業で活躍している選手達の受け皿となる
母体作りを検討していきたいと考える。
　先達の気概を心に刻み、「万里一空」（やるべきことを
見失わず励み、頑張り続けること）の精神を固持し取り
組んでいく所存である。

島根県柔道連盟

　　 これまでのあゆみ

　昭和60年５月に諸先輩方のご尽力により「島根県野球
連盟史」が発刊されているが、当初は硬軟一緒の組織か
ら順次、社会の変換や野球界の諸事情等から、今の島
根県軟式野球連盟となったことが諸先輩方の苦労話とと
もに詳しく記載されている。
　それによると、当時の登録チーム数は一般少年併せて
513であり、現在の登録チーム数の２倍の多さを数えてい
る。
　昭和57年「くにびき国体」における野球競技総合優勝
の活躍は目を見張るものであり、その後数年にわたる国
体での県代表チームの競技力の礎になったものと思われ
る。
　平成25年には出雲大社の「平成の大遷宮」にも併せて、
軟式野球の最高峰である「天皇賜杯」を初めて主管し、
名誉総裁であられる高円宮妃久子殿下をお迎えして開催
した。県内の野球関係者にとっては、大きな経験と達成
感をもたらした大会であった。
　学童では「乃木ライオンズ」が全日本学童軟式野球大
会に連続出場し、平成４年には全国優勝。少年では令和
３年の全国中学校軟式野球大会における「大田市立第二
中学校」の全国優勝があり、全国でも野球人口が少な
い本県ではあるが、特筆される素晴らしい活躍であった。
　一般チーム（Ａ級）としては「中筋グループ」が長年に
わたり県内を引っ張り、国民体育大会、天皇賜杯等全国
大会への出場権を掴んでいた。近年は「山陰合同銀行」
と２強時代を築いていたが、最近は「山陰合同銀行」が
全国への出場権を勝ち取ることが多くなってきている。

　　 現在の状況

　NPB（日本野球機構）によれば平成24年の野球人口
は155万人だったが令和４年には102万人と大きく減少し
ている。
　当県の全日本軟式野球連盟への登録チーム数も、一
般・少年・学童の合計で令和２年279、令和3年272、令
和４年268と漸減してきている。
　学童で競技を開始して中学・高校・大学あるいは社会
人として、一旦は硬式を経験しても生涯スポーツとして軟
式野球を続けてもらい、後は指導者として地域に貢献い
ただくことがありがたいと思っているが、現状では少子高
齢化による子どもの減少もある中で、軟式野球の人口減
少には以下のような要因があると思っている。
① 子どもたちのスポーツ競技に対する多様性・選択肢が
広がっている。

② 野球に親しむ環境が減っている（広場・公園でのキャッ
チボール禁止等）。

③ 野球用具の高額化及び学童・少年の保護者会組織の
煩雑による負担が大きい。

④ 指導者による勝利至上主義からの指導方法やけがへ
の対応。

　やはり、軟式野球に出会いそして競技の楽しさ、面白
さ、チームワーク、礼儀、リスペクトを覚えながら、生涯
スポーツ（学童・少年・一般・シニア・マスターズ・学童
女子・中学女子）につなげていってもらいたい。

　　 これから

　現状の打開策として
① 小学校低学年以下（保育年代含む）を対象に体験会
（仮称）を開催し、保護者も含めて野球に対する理解
と面白さを感じてもらう。

② 指導者にはチームの運営方法、ルール等を明確にして、
保護者との話し合い等を行い、子どもたちが参加しや
すい環境づくりに努める。

③ 指導者自らが研鑽して、指導力を高める為にJSBB公認
学童コーチ（全日本軟式野球連盟）、JSPO公認コーチ
（日本スポーツ協会）等の資格を取得して、本来の野
球の面白さ、楽しさを伝承して、けが等への正しい対
処方法を理解する。

④ 学童・少年・高校・実業団・プロ野球OB等の垣根を
越えた野球教室等を実施して、一緒にやることで経験
値の高い人から軟式野球の魅力、楽しさ、技術を教え
てもらい、個々の目標形成に役立ててもらう。

　以上を実践する中で、学童から野球を始めてもらい、
底辺の拡大、競技人口の増加を図りたい。またそれぞれ
の競技種目での大会等に積極的に参加していただける環
境を作り、軟式野球を通しての各世代間の交流を図り、
できうるならば成果もあげていただき、競技者、保護者、
指導者、関係者ともども喜べたら良いと思う。
　一般では、2030年開催予定の島根かみあり国スポ、
および前年の第33回西日本選手権（リハーサル大会）に
向けて競技力向上の観点からも、今の２強でなく３強で
も４強でも競い合う形を作り、できるだけの運営力、審
判技術の向上を図りながら、本県の国民スポーツ大会競
技得点を挙げることを競技団体としての当面の目標とした
い。
　軟式野球は各年代に応じて競技が楽しめ、特に近年は
女子チームによる学童、中学の全国大会も開催されてい
ることから、当県も選抜チームで参加しており、生涯ス
ポーツの観点からも「島根県軟式野球連盟」としての役
割を果たしていきたいと考えている。

島根県軟式野球連盟




